平成1７年度事業報告

Ⅰ．学術集会、講演会、シンポジウムの開催
（１）日本心理学会第69回大会
        期日：平成17年９月10日～12日

        会場：慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区三田）
        主催校：慶應義塾大学（大会会長：渡辺　茂教授）

        参加者数：3,538名

（２）公開シンポジウム・その拡充

　 (a)　期日：平成17年10月30日

　　　　会場：科学技術館サイエンスホ－ル（東京都千代田区）

　　　　題目：事故と安全の心理学

　　　　企画者：長谷川寿一（東京大学）

　 (b)　期日：平成17年11月27日

　　　　会場：大阪大学中之島センター

　　　　題目：事故と安全の心理学――安全と心理学研究の展開

　　　　企画者：三浦利章（大阪大学）・長谷川寿一（東京大学）

　 (c)　期日：平成17年12月4日

　　　　会場：西鉄ホール

　　　　題目：事故と安全の心理学――医療安全と心理学

　　　　企画者：三浦利章（大阪大学）・長谷川寿一（東京大学）

　

　 (d)　期日：平成18年1月14日

　　　　会場：東北大学川内キャンパス

　　　　題目：事故と安全の心理学――現状と将来の展望

　　　　企画者：三浦利章（大阪大学）・長谷川寿一（東京大学）

（３）青少年向け講座

　　　「小・中・高校生のための心理学を学ぶ教育プロジェクト」の実施

　　　

Ⅱ．学会誌等の刊行　

（１）機関誌『心理学研究』第76巻第1号～第6号を刊行

（２）機関誌 “Japanese Psychological Research” Vol.47, No.2～No.4 & Vol.48, No.1を刊行

（３）会誌『心理学ワ－ルド』第29号～第32号を刊行

Ⅲ．研究業績の表彰と研究の奨励

（１）日本心理学会優秀論文賞の選考と授与

前年度刊行の『心理学研究』および “Japanese Psychological Research” （特集号を除く）掲載の原著論文のうちから選考委員会において授賞論文を決定し、大会時にその授与を行った。

　　　(a)題目：実験デザインに基づく一対比較データの解析 ――構造方程式モデリングによる表現――
      　 著者：豊田秀樹（早稲田大学）・室橋弘人（早稲田大学）・尾崎幸謙 （早稲田大学）・

　　　　　　　 芳賀麻誉美（女子栄養大学）                     

         掲載：『心理学研究』第75巻第1号

　　  (b)題目：配偶者の死への適応とサクセスフルエイジング

               ――16年にわたる縦断研究からの検討――

      　 著者：河合千恵子（東京都老人総合研究所）・佐々木正宏（國學院大学）  

         掲載：『心理学研究』第75巻第１号

 　　 (c)題目：性的マイノリティにおける自尊心維持――他者からの受容感という観点から――

      　 著者：石丸径一郎（東京大学）

         掲載：『心理学研究』第75巻第3号

      (d)題目：民事紛争における和解成立の要因と効果

      　 著者：今在慶一朗（北海道教育大学）・今在景子（東北大学）

         掲載：『心理学研究』第75巻第3号

      (e)題目：On the saliency of negative stimuli: Evidence from attentional blink

      　 著者：小川時洋（同志社大学）・鈴木直人（同志社大学）
         掲載：“Japanese Psychological Research” Vol.46,No.1

      (f)題目：Repetition effect in visual recognition of letters

      　 著者：桑名俊徳（帝京大学）
         掲載：“Japanese Psychological Research” Vol.46,No.2 

 （２）優秀論文賞受賞者への研究奨励金の授与

　　　　上記の６論文に研究奨励金を授与した。

　

Ⅳ．資格の認定

（１）日本心理学会認定心理士資格の審査と授与

　　　総件数3,352件を審査し，3,140名を合格，111名を不合格，101名を保留とした。

　　　必要な手続を経て資格を取得した者は3,074名であった。

（２）認定心理士研修会

　　　日本心理学会第69回大会中に研修会を開催した。　

　　　　(a)講演会：血液型と性格

　　　　　 講　師　大村政男（日本大学名誉教授）

　　　　　 司会者　織田正美理事長

　　　　(b)シンポジウム：well beingを目指す社会心理学

　　　　　 企画・司会・話題提供者　大坊郁夫大阪大学教授

　　　　　 話題提供者　安藤清志東洋大学教授，菅原健介聖心女子大学教授

　　

Ⅴ．関連学術団体等との連絡および協力

（１）国際心理科学連合　　　

　　　分担金＄6,200を支払った。

（２）国際テスト委員会

　　　分担金＄290を支払った。

（３）日本心理学諸学会連合

　　　分担金を支払った。

（４）日本認定心理士会

Ⅵ．本会の目的を達成するために必要なその他の事業

（１）各種委員会の開催

常置委員会において所管事項を審議した。

（２）部会・研究会等の支援

　　　13の研究会を助成した。

（３）その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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